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病 院 の 理 念 

『安らぎと幸せを』 
 

 

病院の基本方針 

１ 本県における精神科医療の基幹病院としての役割を果たします。 

２ 患者さんの安全と人権に配慮したチーム医療を提供し、早期の地域移

行・地域定着を目指します。 

３ 自己研鑽に努めるとともに、医療従事者の研修の場としての役割を果

たし、精神科医療水準の向上を目指します。 

４ 公共性を確保するとともに、効率的な病院経営を行い経営安定化を目

指します。 

 

患 者 憲 章 

１ 患者さんは、だれでも一人の人間として尊重され、どのような病気に

かかった場合でも、良質な医療を公平に受ける権利があります。 

２ 患者さんは、病気や治療方針などについて、理解しやすい言葉や方法

で説明を受ける権利があります。また、他の医療機関の医師の意見（セ

カンドオピニオン）を求める権利があります。 

３ 医療の過程で得られた患者さんの個人情報は守られます。 

４ 患者さんは、研究途上にある治療を受ける場合は、前もって治療内容

について十分な説明を受ける権利があります。 

５ 患者さんは、病院内の他の患者さんの治療に支障を与えないよう配慮

する責務があります。



「院長就任あいさつ」 

院長  畑 幸宏 

 令和８年４月１日に院長に就任しました畑と申します。 

 大正 13 年に県立鹿児島病院（現在の鹿児島大学病院）

の精神科分院として設立され、令和６年に創立百周年を迎

えた歴史ある病院の院長に就任することとなり、責任の重

大さを日々痛感しているところです。 

前ページにありますように、当院は「安らぎと幸せを」を理念として掲げてい

ます。これはドイツの観光地ローテンブルグにあるシュピタール門の碑文「この

門より歩み入る者に安らぎを、去り行く人には幸せを」から引用されたもので

す。精神科医療はかくありたい、当院に来られる患者さんにはこのようになって

ほしい、との職員の願いが込められています。 

他、病院の基本方針や患者憲章も掲載しております。その中の基本方針の４

「公共性を確保するとともに、効率的な病院経営を行い経営安定化を目指しま

す」に関しては、令和７年度決算も県立５病院で 18 億円余りの赤字となり、県立

病院在り方検討委員会がニュースでも取り上げられているのはご承知のことと思

います。県立病院は医療面・経済面の両面にわたる改善に長年取り組んでまいり

ました。現在も下記の方針のもと、第３次中期事業計画に取り組んでいます。 

・ 地域の中核的医療機関として、県民に高度・良質で満足の得られる医療を提供 

・ 公的医療機関として担うべき医療の提供 

・ 優れた医療従事者の確保・養成 

・ 地域の医療機関等との適切な役割分担・連携 

・ 「公共性」と「経済性」を両立させた経営 

当院もこれらの方針に沿って、精神科救急や触法精神障碍者への対応、より高

度・専門的な治療法の導入、デイケアや訪問看護の拡充等を実施してきておりま

す。今後も県民の皆様の負託に応え、時代の変化に対応した精神科医療を提供し

ていきたいと考えております。ぜひ皆様からも忌憚ないご意見をお寄せいただけ

れば幸甚です。 



 
 
 

５病棟の活動報告をさせていただきます。 

５病棟は女性の病棟となっています。最近は若い患者様が増え病棟

全体が若くなった気がします。5 病棟の活動で人気なのはカラオケ

です。皆さんではないですが、ほとんどの方が広間に集まりカラオケ

を楽しんでいます。他にはオセロ、ピアノにパソコンなどそれぞれの

時間を楽しみながら病棟活動を過ごされています。この前は 10 代と

80 代の患者様が卓球をされており微笑ましくみていました。活動を

とおして新たな一面が見られる良い機会となっています。これから

も患者様に寄り添える看護ができるよう頑張っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、５病棟の 

病棟紹介でした。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療観察法病棟（1 病棟）では、学びと体験と共感から、ストレス対処法を

身につけるためのプログラムとして、『元気を集めるプログラム』を毎月 1 回、

第 1 金曜日に開催しています。 

 これは『元気回復行動プラン（WRAP）』の中に登場する「元気に役立つ道

具箱」を参考に、元気になるために役立つ行動に焦点を当て、ストレス対処法

として活用できる行動を参加メンバーと共有したり、実際に体験するプログラ

ムです。 

 プログラムを通して、クライシスプランの作成や活用へ役立てられる行動を

身につけていくことも目的としています。 

「心も体もスッキリするための方法」「気分が落ち込んだ時にしていること」「元

気でいるためにしていること」等、毎月テーマを決め、参加メンバーと意見交

換をしています。 

 リラックスして過ごせる場にするため、コーヒーや紅茶、お茶菓子を提供し、

穏やかな時間をまったりと過ごしています。 

 

   

元気を集めるプログラム を紹介します！ 

今の感情とこころの温度計も話します！ 
コーヒー、紅茶、お茶菓子があり

ます！ 



 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

デイケア活動プログラム       
（プログラム内容は毎月変わります） 

＊毎週月～金曜日(祝日を除く) 

時間：9:30～15:30 

場所：デイケア室 

デイケアでは、様々な活動を通して 

♪毎日の生活リズムを身につけたい 

♪話し相手や仲間をみつけたい 

♪社会との付き合い方をみにつけたい 

♪何かを始める準備をしたい 

といった、皆さんの自己実現を応援し、 

一緒に考える場にしていきたいと考え 

ています。 

活動の様子 

*プログラムは利用者さん

で組み立てます。 
 

 

竹の子掘り

園芸 

（ひまわりの種）

梅ちぎり 

ソフト       

グラウンドゴルフ 



栄養管理室から 

食中毒に気をつけましょう！ 

7 月に入り、夏本番になってきました。この時期、気を付けたいのが食中毒です。食

中毒は年間を通して発生しますが、6～9 月も多くなる時期です。 

食中毒は、細菌やウイルスが付着した食べ物を食べることにより、下痢や腹痛、発

熱、吐き気などの様々な症状を引き起こします。 

＜食中毒予防のポイント＞ 

１ 「持ち込まない」＝体調を確認する！ 

日頃から体調を確認し、おう吐や下痢などの症状があるときは調理を行わないよ

うにしましょう。 

２ 「つけない」＝洗う！ 

手にはさまざまな雑菌が付着しています。料理前、肉や魚などを触った後、食べる

前など、必ず手を洗いましょう。また、まな板などの調理器具もよく洗浄しましょう。 

３ 「増やさない」＝低温で保存する！ 

細菌の多くは１０℃以下で増殖がゆっくりとなります。肉や魚などの生鮮食品やお

惣菜などは、購入後はできるだけ早く冷蔵庫に入れましょう。 

４ 「やっつける」＝しっかり加熱する！ 

ほとんどの細菌やウイルスは加熱によって死滅するため、中心までしっかり火を通

しましょう（７５℃で１分以上、ノロウイルスは８５～９０℃で９０秒以上）。 

いかがでしたか。ご家庭でも食中毒予防に気をつけて、健やかにお過ごしください。 



           県立姶良病院 第１０回 

こころの健康講座のごあんない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主催：鹿児島県立姶良病院 

主催：鹿児島県立姶良病院 

後援：姶良市、霧島市、姶良市民生委員児童委員協議会連合会 

 

問い合わせ・申し込み先   

鹿児島県立姶良病院 地域医療連携室  

電話 ：０９９５－６５－３１３８   

FAX：０９９５－６５－８０３８ 

メール：aira-hpi@po.minc.ne.jp 

日時：令和８年８月 1 日（土） 13:30～15:30（受付 13：00～） 

場所：姶良市加音ホール 小ホール 

   （姶良市加治木町木田 5348-185  TEL0995-62-6200） 

内容：講演１「災害時のこころのケアについて」（仮題） 

講師：姶良病院 医長 中村 毅 先生 

講演２「DPAT とその活動について」（仮題） 

講師：姶良病院 専門員 永野 貴大 精神保健福祉士 

 

 

参加料は無料ですが、事前に申

し込みが必要です。 

参加申込書により FAX か 

メールでお申し込みください。 

 

テーマ「DPAT の活動と災害時のこころのケアについて」 

 

mailto:aira-hpi@po.minc.ne.jp


 

リレー随筆（外来） 

「97 ㎞先のフィニッシュへ」 

 いつもこの時期になると心が落ち着かない。A4 サイズの茶封筒が届くからで、もう 30 年近く「そわ

そわ」を繰り返している。中身は徳之島トライアスロン大会の「参加決定通知書」。 

そして届いた通知書を両手で拡げ「来たか、よっしゃやるぞ」とスイッチを入れる。高鳴る鼓動と

高揚感。しかし、去年のヨナマビーチスイムでのバトル、バイクで風に翻弄された起伏のあるハード

コース、水を頭から数え切れないくらい被ったランが思い出される。そして今年もすでに暑い。昨日

は練習会で脱水症になりバテて昼から動けなかった。こんなことで完走出来るだろうか不安と焦る気

持ちが次第の大きくなってゆく。 

そして壁のカレンダーと睨めっこ。残された日は約一ヶ月。何をどれだけ練習ができるか。ほどよ

い疲れは必要だが故障は禁物だ。土日はあと 4 回、ハード・ロングの練習をいつまで組むか、頭の中

がぐるぐる回るがまとまらない。 

レース必需品のサプリはあるか。去年の日記からレース前・中に使った個数を拾い出す。今年も栄

養・回復系各 6～7 本、体液バランス系 4～5 本、痙攣防止漢方薬 4 包ぐらいか、いやイチローおすす

めのユンケルも追加しよう。よしこれで決まった。 

そして 3 種目別のアイテム各種。過去の反省から、特にスイムゴーグル、バイクのギア切り替えの

充電（電動式）、そして 3 種目とも使うワセリンは必携。 

物が揃うと旅へのイメージが去年の経験を基に先へ先へと動き始める。乗船時の夕食はナポリタン

の大盛りで大満足だった、今年もコンビニで買おう。常宿は「平和の森」。予約の時に同期のご主人

は、孫とのリレー参加が楽しみだと話していたなぁ。前日は疲れないようにして食べ過ぎない、アル

コールはどんちゃんパーティまで我慢等など。 

大会当日、両腕のナンバリングで受付を済ませ約 550 名のアスリートがスタートを待ち並ぶ後方に

陣取る。そして 8 時一瞬の静寂をかき消すように「ファーン」とホーンが高らかに鳴り響く。「無理し

ない、完走、完走」と何度も独語しながら 97 ㎞先（スイム 2 ㎞―バイク 75 ㎞―ラン 20 ㎞）のフィニ

ッシュを目指し徳之島の海に飛び込んだ。 

ところで夢から目が覚めた。早朝、郵便受けから朝刊と夕べから届いていたらしい茶封筒を取り出

した。今から 7 月 4 日に向けた本当の準備が始まるのでした。 

 

そして、7 月 5 日大会当日のヨナマビーチ 天気は快晴、気温予報 33℃、既にジリジリの夏の日差

しを感じる、しかしサンゴのリーフの波は穏やか。 

「スイム」 

ドキドキしながら 8 時スタート。人混みを避けて泳ぎ始めたがすぐに集団に取り込まれた。左右選

手の腕や足、時には後続の指先が足を触ってくる。嫌々ながら付き合うしかない。そうしていると目

の前が急に開けた。「ラッキー」と気持ちよく泳いでいるとサーフボードから「あっち」の大きな声。

「しまった潮で岸に向かって流されセンターブイから離れてしまっている。」必死で修正し 1 ㎞の折り

返しブイを迂回。後は例年どおり追い波に押されてスイスイ。時々は左右ブレス同士で顔を見合って

泳ぐこともあり「なにか楽しい」。が最後のブイをまわったところで早い潮流にオーバースイムし中々

修正できず体力を消耗しやっとスイムフィニッシュ。（46：23） 

「バイク」 

バイクウエアーにヘルメットを着用し、ユンケルで「よっしゃと」気合いをいれペダルを踏み込

む。「今日は暑いレースになる無理しない」と自分に言い聞かす。地図で言う上（天城）から下（亀徳



 

港）に向かい南下。そして 30 ㎞、神之嶺小学校前を通過しようとしたところ「下野義弘さん頑張れ」

の段ボールに気づき降車すると、琴音さんの家族に取り囲まれ、はにかんでいる琴音さんと一緒に写

真に納まる。そして握手して「頑張ってください」の小さな声に手をあげて答え再スタート。（毎年選

手には島内の小学生から励ましのお便りが届くため返事を出していた縁で会えた次第） 

さらに徳之島役場前のエイドではスポンジを貰ったタイミングで「シモノさん」と聞いたことのあ

る声に止まると、徳之島病院の元看護部長宮本さん「区長になってボランティアよ」と勝手に喋り出

すため「それより水・元気だった・またね」と要件会話だけして再スタート。今のところ元気をもら

い順調だ。しかし戦艦大和が撃沈したといわれる犬田布岬の前から海の白波が目立ち向かい風が吹き

始めた。そのためインナーギアを主体にクルクル回していると、昨日バイクが届かないと、やきもき

していた千葉の青年に並んだ。青年の「早いっすね、後で抜きますから」と会話を交わしたが、次に

話をしたのはフィニッシュで彼を迎えた時の「早かったすね」の時だった。 

バイクのエイドは約 15 ㎞間隔で、スポンジ、水、ポカリ、コーラ等など準備されており選手の希望

を伝言ゲームのように伝え渡してくれるなど、バッチリ連携が取れていたため本当に助かった。また

75 ㎞のバイクコース中常に応援とともに太鼓や鐘の音が途切れることなく響いており何度も元気をも

らった。 

自身の暑さ対策は、補給補水、20 ㎞ごとのエネルギーサプリ、ギアはインナーでクルクル、無理し

ない身体負荷は 8～9 割で予定通りのバイクフィニッシュ。（3：34：02） 

「ラン」 

シューズを履き替えるために地面に座ると「あちっ、お尻が火傷するぐらい熱い」サプリをポシェ

ットに押し込み 2 本目のユンケルで「よっしゃ」と気合いのもと走り始めたが、あれあれ平坦なのに

息が上がる。バイクで貯金を作ったはずなのに。ふらふらしている前の選手について行くのが精一

杯。そしてやっとエイドにたどり着くとスプレーの二丁拳銃で大腿を冷やしたい少年の顔がせまって

くる。「お願い」と気持ちよくスプレーを受け隣のスポンジコーナーに移った途端、別の少年から頭に

スポンジ冷水を思いっきり絞られた。気持ちは良かったが効果がすべて流れてしまった。しかし暑さ

への対策はこれしかない。そしてその後のすべてのエイドではスポンジを自ら絞ることにした。そう

しながら 10 ㎞通過。そこでフェリーで 20 年振りに出会った長崎の選手に声掛けすると「足が攣って

どうにもならん」と辛うじて立っている。「どうぞ」の声に別れを告げ犬の門蓋に続くサトウキビ畑の

一直線のなだらかな下り坂にたどり着くが筋力は残っていない。「100 歩走り 50 歩歩く」を目標にした

ができない。仕方なく黙々と歩いていると「5 ㎞」看板が目に入る。「もう一息だ」最後のエイドでス

ポンジ水を被り、ポカリを一口、レモン 1 枚を口に放り込み再度「100－50」リズムに挑戦するが足が

動かない。最後の登り坂で黒ワンピースの青年が休み休み歩いている。その選手はなんとランスター

ト時に目の前でふらふら走っていたあの選手だった。二人で「あと 3 キロ、あの電柱まで、あの木陰

まで、30 歩だけでも」と励ましを繰り返しながら手を取り合って MC の「お帰りなさぁーい」の大きな

声に迎えられやっとのフィニッシュ。そして大きく深呼吸してコースに一礼。「終わった」。 

今回は暑さとコースのハードさに自分の気力、体力、根性といったものをすべて剥ぎ取られたが、

紙面以外にも大会創始者の寿さん、教え子、奄美のアスリート等々との出会いも嬉しかった。いろん

な意味で記憶に残る大会となった。 

「ドンチャンパ－ティ」 

飲んで、食べて、歌って、踊って今夜も大盛り上がりの、どんちゃんパーティー。そして最後に打

ち上げられた大きな花火を仰ぎ見ながら来年のリベンジを誓うのでした。 

ちなみに成績は 7 時間 07 分 50 秒。70 代男子年代別 2 位。 

2 週間後（7／19）は霧島トレラン（35 ㎞）。まだまだ人生楽しみます。 

                                                        （ 外来 下野 義弘 ） 



外 来 受 診 案 内 
 

外来診察時間・休診日 

診 療 科 精神科、歯科（入院患者のみ） 

受 付 時 間 午前８時30分〜午前11時00分 

診 療 時 間 午前８時30分〜午後５時00分 

休 診 日 土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始(12月29日〜１月３日) 

急   患 急患には、365日・24時間対応しています 

 

外来診療担当医一覧 

区  分 再    診 初    診 

月 曜 日 足 立 八 坂 高 森 新 井 

火 曜 日 西 村 町 瀬戸下 上 山 

水 曜 日 新 井 中 村 上 山 町 西 村 

木 曜 日 瀬戸下 穂 満 大 迫 和 田 

金 曜 日 和 田 田 代 足 立 中 村 

※ 学会出席や出張などのため、臨時に変更となることがあります。 

 

 

 もの忘れでお困りの方、家族からもの忘れが病気ではないかと心配されている方等を

対象に、医師による診療や専門職員による相談を行い、かかりつけ医へ紹介するなど、

本人・家族の支援を目的として実施しています。 

〔実施内容〕 

 ・毎週水曜日 午後1時～ 完全予約制（１日２人まで） 

 ・事前に郵送する問診票に記入いただき、当日は詳しい聞き取りや検査 

  （採血、頭部ＣＴ等）の後、医師による診察があります。 

〔相談・予約窓口〕 

 地域医療連携室 

 

  

もの忘れ外来（完全予約制） 



病 院 案 内 
 

◯フロアマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯アクセスマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 国道10号線「県立姶良病院入口」交

差点から北側に向かって進み、差柳

橋を渡って左側 

 ・ＪＲ日豊本線「重富駅」から徒歩

約15分 

 ・バス停留所「給食センター前」か

ら徒歩約５分、「白金原」から徒歩

約３分 

         鹿児島県立姶良病院 
         〒899-5652  
         鹿児島県姶良市平松６０６７ 
         ＴＥＬ：０９９５（６５）３１３８ 
         ＦＡＸ：０９９５（６５）８０４４ 
         E-mail：air-hos@pref.kagoshima.lg.jp 
         ：//hospital.pref.kagoshima.jp/aira/鹿児島県 

mailto:air-hos@pref.kagoshima.lg.jp

